
         

去
る
六
月
八
日
（
土
）
梅
雨
入
り
で

心
配
さ
れ
て
い
た
天
候
も
、
好
天
に

恵
ま
れ
、
四
十
六
名
の
多
く
の
参
加

者
を
得
て
、
恒
例
の
研
修
旅
行
を
行

い
ま
し
た
。 

今
回
は
、
戦
国
時
代
に
は
中
山
道

と
木
曽
街
道
に
通
じ
、
交
易
、
政
治
、

経
済
の
要
衝
と
し
て
栄
え
、
か
つ
て

は
信
長
・
秀
吉
・
家
康
が
奪
い
合
い
、

歴
史
の
荒
波
を
生
き
残
っ
た
国
宝
犬

山
城
を
訪
れ
、
先
人
の
歴
史
を
辿
り

ま
し
た
。 

犬
山
城
は
、
白
帝
城
と
の
異
名
を

持
ち
、
国
宝
五
天
守
の
中
で
一
番
古 

      い
城
で
あ
り
な
が
ら
、
今
で
も
優
美

な
外
観
を
有
し
て
い
ま
す
。 

車
中
で
は
、
兵
藤
紀
之
前
会
長
の

信
長
・
秀
吉
・
家
康
の
覇
権
争
い
に
ま

つ
わ
る
お
話
を
聞
き
、
現
地
へ
の
思

い
を
馳
せ
な
が
ら
十
時
頃 

犬
山
城

に
到
着
、
早
速
三
班
に
分
か
れ
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら

天
守
閣
の
急
な
階
段
を
登
り
、
最
上

階
の
望
楼
か
ら
木
曽
川
の
絶
景
を
眺

め
堪
能
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
城
下

町
を
散
策
、
通
称
「
ウ
ナ
ギ
の
寝
床
」

と
言
わ
れ
る
敷
地
の
間
口
が
狭
く
、

奥
行
き
が
広
い
造
り
の
旧
磯
部
家

（
呉
服
屋
）
を
拝
観
し
城
下
町
を
後

に
し
ま
し
た
。 

昼
食
の
後
、
豊
山
町
の
あ
い
ち
航

空
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
目
指
し
ま
し
た
。 

あ
い
ち
航
空
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、

愛
知
県
の
航
空
機
産
業
の
情
報
発
信
、

産
業
観
光
強
化
、
次
世
代
航
空
機
産

業
人
材
の
育
成
を
目
的
と
し
た
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
で
す
。
か
つ
て
の
日
本
の

飛
行
機
の
歴
史
に
名
を
残
し
た
Ｙ
Ｓ-

１
１
の
実
機
を
は
じ
め
多
く
の
名
機

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
中
で
も
、

映
画
『
永
遠
の
０
ゼ
ロ
』
に
登
場
し
た 

零
戦
五
二
型
艦
上
戦
闘
機
の
実
物
大

模
型
も
見
る
こ
と
が
で
き
、
あ
ら
た

め
て
日
本
の
物
造
り
の
す
ば
ら
し
さ

を
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

今
回
の
研
修
旅
行
に
お
い
て
は
、

会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、

時
間
通
り
に
催
行
で
き
た
こ
と
に 

感
謝
致
し
ま
す
。 

 

国
宝
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